


1. 本 誌 は､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す る ため ､研 究者 が そ

の研 究 意 見 を 自由 に発 表 し討論 しあ い ､ ま た､研 究 に関 連 した

情 報 を速 や か に交 換 しあ う こ と を 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･

刊行 され ます｡ 掲 載 内容 は ､研 究論 文 ､研 究 会 ･国 際 会議 な ど

の報 告 ､講 義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問 題 につ い て の意 見 ､

情 報 な どで す0 日

2･ 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ,い て隼 ､1原 則 と して審査 は行 な い

ませ ん｡ 但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と

認 め た もの につ い て は､改 訂 を~求 め ､ ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で privatecommunication扱 い に して下 さ い.

投稿規定

1. 雑 誌 の- - ジ数 を節 約 す るため 慮稿 は極 力簡 潔 に お書 き下 さ

い 0

2. 原稿 は400字 詰 原稿 用 紙 を使 用 して下 さ い｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規 定 に

に準 じ､ミス プ リン トが生 じない よ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ

､いo

上 ツ キ ､下 ツ キ は特 に紛 わ しい もの の み を手旨定 して下 さ い｡

英 字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャ の指 定 を忘 れ な い よ うに ､ O とa

と0(ゼ ロ)､u とn と rr ､C とe ､1(ェ ル )と 1(イチ )､X と×

(カ ケ ル )､u とV 等 が- 番 間違 いや す い.

4. 数 式 は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 に お さ ま らな い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行

の際 の切 れ 目 を赤 で･才旨定 して下 さ い｡

6 . 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ - 頁 以 内 に入 らな い図 は原 則

と して著者 に返 送 し､書 き改 め て い た だ き ます｡

7 . 投 稿 後 の 原稿 の言丁正 は で きる√だ け さ け る よ うに して下 さ い｡

8. 別 刷 が入 用 な場 合 は､投稿 の際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申込

んで下 さい｡ 別 紙 代 は下 記 方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して い た だ

き ま す ｡

(垂β券 に よ る受 付 は い た し まJせ ん｡ -

p :物 研 出 来 上 り真 数

Ⅹ :別 刷 所一要 部 数

a :別 刷 - 頁 の 代 金 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別 刷 代 - (a p+b)Ⅹ +■送 料

別 刷 代 金･は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さい｡

そ れ よ り遅 れ た場 合∴に は遅 滞 追 徴 金 を請 辞 さ れ る こ とが あ り ま す

す か ら ､御 注 意 下 さ い｡

9 . 原 稿 締 切 日は 毎･月 20日 で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に 掲 載 さ れ ます

ます ｡



1. 本 誌 は､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す る ため ､研 究者 が そ

の研 究 意 見 を 自由 に発 表 し討論 しあ い ､ ま た､研 究 に関 連 した

情 報 を速 や か に交 換 しあ う こ と を 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･

刊行 され ます｡ 掲 載 内容 は ､研 究論 文 ､研 究 会 ･国 際 会議 な ど

の報 告 ､講 義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問 題 につ い て の意 見 ､

情 報 な どで す0 日

2･ 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ,い て隼 ､1原 則 と して審査 は行 な い

ませ ん｡ 但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と

認 め た もの につ い て は､改 訂 を~求 め ､ ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で privatecommunication扱 い に して下 さ い.

投稿規定

1. 雑 誌 の- - ジ数 を節 約 す るため 慮稿 は極 力簡 潔 に お書 き下 さ

い 0

2. 原稿 は400字 詰 原稿 用 紙 を使 用 して下 さ い｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規 定 に

に準 じ､ミス プ リン トが生 じない よ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ

､いo

上 ツ キ ､下 ツ キ は特 に紛 わ しい もの の み を手旨定 して下 さ い｡

英 字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャ の指 定 を忘 れ な い よ うに ､ O とa

と0(ゼ ロ)､u とn と rr ､C とe ､1(ェ ル )と 1(イチ )､X と×

(カ ケ ル )､u とV 等 が- 番 間違 いや す い.

4. 数 式 は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 に お さ ま らな い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行

の際 の切 れ 目 を赤 で･才旨定 して下 さ い｡

6 . 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ - 頁 以 内 に入 らな い図 は原 則

と して著者 に返 送 し､書 き改 め て い た だ き ます｡

7 . 投 稿 後 の 原稿 の言丁正 は で きる√だ け さ け る よ うに して下 さ い｡

8. 別 刷 が入 用 な場 合 は､投稿 の際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申込

んで下 さい｡ 別 紙 代 は下 記 方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して い た だ

き ま す ｡

(垂β券 に よ る受 付 は い た し まJせ ん｡ -

p :物 研 出 来 上 り真 数

Ⅹ :別 刷 所一要 部 数

a :別 刷 - 頁 の 代 金 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別 刷 代 - (a p+b)Ⅹ +■送 料

別 刷 代 金･は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さい｡

そ れ よ り遅 れ た場 合∴に は遅 滞 追 徴 金 を請 辞 さ れ る こ とが あ り ま す

す か ら ､御 注 意 下 さ い｡

9 . 原 稿 締 切 日は 毎･月 20日 で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に 掲 載 さ れ ます

ます ｡



掲 示 板

大阪大学教養部物理学教室助手公募

下記把よ り助手の公募 をいた しますO,希望者の応募 または適任 者の推薦 をお

願いいた します｡

1∴L公募人員

2.研究分野

5. 教育業務

4.資 格

5. 任 期

6.着 任時期

7.線出番類

8, 公募締切

?. 宛 先

助手 1名

多体問題 ,物性理論

遇 2回学生実顔 指導またはそれに相当す る仕事

修士課程修了また[/-Cをこれ と･同等以上 の能力のある^

一応 5年以内 とす る

で きるだけ早 い時期

イ 履歴書 (学位名 :単位取得のみ ｡論文提出な どを明

､ 東のこと)

ロ 発表論文 リス ト

- 着 任可能時劫

二 遥薦の場合は推薦書

塙和ノ46年 6月25日

学 560 豊 中市待兼 山町 1丁 目 1番

大坂大学数奉書鋸勿理学教室主任

海 山 . 敏 之

T瓦L(068)56-1 151

内線 2746または 2750

-25 5 -



基研研究会公募

｢分子結晶におけ る相転移 と分子運動 ｣

上記研究会 を8月下旬に基研 で開 く予定 ですO 参加希望の方は 7月 10日ま

で に京都大学理学部化学教室山本常信 まで宿舎希望の有索 を含めて卸連絡下 さ̀

し｢｡その蔭 ,話題 をお持 ちの方はその内容 を簡単かこか書 き下さいO予算が限 ら

れてお りますのでお呼びで きる方 々の決定 は世話人にお任せ頂 きたい と思いま

す｡

本研究会は第 2回 目であ り ,昨年の研究会 の報告は物性研究 Vo1 15 No 1

にの ってお りますo今後の 白襟 として ,分子間力についての具体的定量的知痕

を得ること ,新 しいタイプの相転移の磁博を明 らか托 し統計力学に寄与するこ

と (多重極 系や液晶など ) ,SpectroscO-pie da七a を解析す る理論 を 作 り

あげて mOlecular dyrlamics を明 らかにす る方法 を切 D.ひ らくこと ,分子 が

集 ったために起 る (友 とえば charge もransfer) 分子鈷晶に特有 夜面を

解 明す ることなどが考え られてお ります｡分子の凝縮系についての他の興味あ

る話語 をお持ちの方 もふ る って御参加下 さいます よ うか痛いいた しますO

世話人 仮大 基礎工 中 村 伝

坂大 理 千 原 秀 昭

東北大理 伊 藤 光 男

東大 物性研 花 村 栄 一

名大 工 本 間 重 雄

京大 理 山 本 常 信 ,片 岡 洋 右

- 2 56-



人のうこき

〔北大 ｡理〕

o相対 昌 平 氏 (名不教養 )

1971年 4月より 9月まで学術振興会流動研究員 として ,北大理学部

物理学教室物性理論室に滞在.

〔東大 ｡教養〕

o伊 豆 山健夫 民

(東大 o久保研〕

o海老沢董道 民

山 地 邦 彦 氏

4月末 ,帰国の予定O

4月 1日より東北大工学部応埋 ,広地研助手lK就任0

4月 1日より電綜研物理部に就任.

o守 田 徹 (東北大 ｡工 )

1971年 5月 ペ1 972年 5月の間 NSFの Ser3ior Foreign

Scien.tist Fellow として Dept of Phys.,Ohio Univ‥

Athens,Ohio,U.S.A.Uc滞在予定O

o堀 口 剛 (東北大 ･理 ,博士課程修了 )

1971年 4月 ～ 1972年 5月 Researcb Associa七e とし

て Dept,of Phys.Ohio U三ユiv. に勤務の予定O

ニ ュ ー ス

oprofessor de G･ennes講演 (於 東大理 )

4月 5日 Nematic Liquid Crすstalの相転移 Vtついて

4月 16日 Electric Field Fffects in Liquid CryLsもals

東大教養
O大学院の就磯が大変 きびしい｡
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プ レプ リン ト案内

〔東北大工 ･種研〕

o critical EⅩponents of Scaling with a PararrTeter in Spin

Svste.lmS

(M.Suzuki)

o The I)ilT)er Probl∈)ln and the Generalized_XY M()del

(班.Su.zuki)

c fiehavior of Two-Point Correlation Functions Near and_On

a Phase Bound,乱ry

(7､JI.五･Fjsher and W.J･CalT】P)

0 13e･havj_C)r c)f Two-Point Correlation Functions at High

Temperatures

(W･J･Camp and.2t.11･E･Fisher)

o Lattice-Lattice Scaling and_the 仔eneralized.Low of

Correspon且ing States

(I)･r)･Betts,AIJ･G-uttmann a′hd_G･S･Joyc･e)

o Phase Transition in Hu_bbar(1Mod_ol

(lL./hC-yrot)

0 0-er]eral Prr､perties of 二Polyner Systems

(C.cru▲ber ･cl,nd,H.Kunz)

C,VariationalTheory of an Antiferromagne∋t

(A･OgllChH

o Exact Solution of the One Dimensionta,1Heisent)erg Mod_eュl

at Finite T｡mperatur｡

(班.Takahashi)

o Time-Correlation Functions and.CriticalRelaxation in a

Class of One-I)imensionalStochastic Spin Systems

(臥 U.Fold_erhof and_M.Suzuki)

-25 8-



プレプリン ト案内

〔日大 ･理工J

o On the Mod_elHa皿iltonian of the Theory Of Supercond_ucti-

Ⅴ土ty

(I).Ya.Petrina'ana Ⅴ.P･Yatsishin)

o Raman Sca℃t;亡きring of Light and･Low Temperature Exciton

Luminescence

(E･N.My･ashiko)

o on the Q,ua占ithermod_ynamic Theory of Magne.tic Relaxation

(L.IJ.Buishwili,M.D.Zwiad_ad.Zel

o Quuantum Statistics of ThermaユPlasmas iI〕Eq.uilibrium H

DenE:ity and.FtlgaCity EⅩpansions

(W･Ebeling and.G･Kelbg)

o QJuantu.m Staノtistics､of Thermaユ Pla.sma∈;in 丑quilibritlm I

The MOthod.of Effect土Ve PotentiaユS

(G-･Keユbg and.W･Ebe,lingl

o Statis七･ical Thermod.ynamicβ of qJuaSi-Stat〕le Plasmas

fE.Minard_i)

o calcula･tion of the Two-T3'･1-Ilo Te･mper､atur･e G-reenls Functj-Ons

at Weak =nteraction

(S.I.I)ud_kin)

o Eq_uivalenc(∋of Some Method.s in Statistical Me)chanics of

=rreversit)le Proc8年SeS

(I)･N･Zut,a･rev and-Ⅴ･P･琴alashnikov)

o Corre･lation =nequalities on Some Partially Oraered-Se∋ts

(C･M･FoTtuin,J･Ginit)re,and-ギ･W･Kasteloyn)

o Exciton-Phonon =nteraction in Molec11ユar Crystals

(A･S･Davyd_ov and_G･M･PeBtryakov)

o Theory-of Exciton-Magnon Light At)sOrPtion in Antiferro~

Dielectrics at Strong Magnetic Field･S

(五･且･Petrov,YtL･B･Gaid_id_ay-)
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プレプ リント案内

o Influence Of the Variation of quasi-Elastic ConBtants

of Solid_s on､Phototransitions in the Impurity Centres

IT.LumineSCenCe and_Nonrad_iative Transitions

(A.F.Lubchenko,A.Ⅴ.KonBtantinovich and =.I.由 schuk)

o 丑nergy-per P射･ticle Of Ne)utron Matter Ne?ar Nuclear

I)ensity

(sara L.Schlenker and.E.L.Tomon)

o Nonlinear ElectrOStat土e二PユasmaWaves

(Hans Schamel)

〔早大理工 ･斎藤研究室〕

o Kinetic Analysis and_Thermod_ynamic Znterpr｡tation of

Non Eq.uilit･riun Unstat)le TranE;itions in Open Systems

(Bernard Lavenda･)

o Analytical 二つescriptions of Ultrashort-optical Pulse

propagation in a fモesonant Med_ium (to be put)liBh.ed.in

Rev･Mod_･Phys･)

(α.L.Lamb,Jr)

o Wie≒nor rntegrals and･Mod_els of Stiff :Polymer Chains

(to t)e put)lishe且 in J･Che,m･Phys)

(Karl F.FreBd,)

o Se)lf Consistent Field_Thoories of the Poly'mer E琴Clud.ed,

Volume Pro1⊃18m:I･Ed.ward_'S 甘unctional =nte,gral Approach

(Kar1 万1･Freed.1

Higher Ord-er Transition l〕y'二Progr｡ssive Decorrelation､of

Orierltations.A Mont8-Carlo Calculation (to t)e pu.blis-

hod in J･Chem･Phy･S･)

(claud.e)Brot and.Irene Darmon)
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ブレブ 7_)ン ト案内

で東*L･教養〕

o Correlation =nequalitie8 0n Some Partially Ord･ered_SOt8

(C.M･Fortuin, J.ainibre and_P･W･Kastele)yn)

o Souna Propagation in Semim9tals and.er Strong Magnetic

Field_

(BG_.Rot)ayaBhi and_K･Yamad,a)
l

oEq.uilibrium Theory of Simple Liquid_S

(L.VerlQt and.J.J.Weis)

〔東大 ･久保研J

o =mproved_Relativistic C.orrection∈;to the Fermi-Contact

Hyperfine Hamiltoniaǹ
H

(p･pyykko and.丑･Pa3'anne)

O･A Neutron Scattering Stud.y of the Overd.amped-Optic Mod_e

of Cubic KNbO5 I:

(A.C.NuneB,∫.D.Axe,and.α.Shif'ane)

o Critical Exponents of Scaling with a ParameteBr in SpinI

Sy甲temS

(Ma印 O 芦uzuki)

o spih Lattice Relaxation in Soユia-He5 wit･h He4 Impurities

(Y･Ya甲a8_hita and-T･Tsunbto)

oBehavior ofユーwo-Point Correlation Functions Near and.on

a Phase Bounaary

(朗･五･FiBher and_W･J･Campl

o Boha,viol of Two-Poin七 Corr∈)lation Functions at High

Temperature8

(.W･J･Camp and_M･E･Fi8her)

o Neutron.Scatterin臥.S.tud･y:.M0-号_lhe Soft Mod･eB in Cubic

Pota8Silユm Tantalate)-Niot)ate

(W.B.Yelon,W.Cochran,a.Shirane and_A.I,inz)

-2占1-



プレプリント案内

o High Fieild.Magr帽toreSistance at low TemperatllreE;

(氏.Gerhard.ts and.J.Hajd_u1

0 Laser Light as 丑Ⅹamplo of Phase Ttanβitions Far from

Thermal丑q_uilibrium

(H.Haken)

o Ultrasnnic Attenuations iI〕Strong Magnetic Fields

(H･刑1klユyama and_T･Nagai)

oUrbach-Martienssen Rule and_Exciton Trappeld_Momentarily-

by LatticeVibrations

(Hitoshi Sumi and.Yuta.ka Toyozawa1

0 Variational Th｡ory'of an Antiferromagnet

(Aklhid_e Oguchi)

o G-eneral theorems on Ferromagnetism and･Ferr'omagnetic

Spin Wavos

(TakeoZzllyama)

o On the Hartree Foci Treatmer]t forMg-0 s･d･･耳Ⅹchange

工nteraction

(Katuro Sawada)

o Theory of Two- Magnon Bound_States in the Heiseラnberg

Ferro- and･Antiferromagnet

(Ta,kehiko Oguchi)

oHartree-Fock instat)ility aP;ainst the formatic･n of a

new βtate in And_erson mod.el and.its eq,uivalenpe tO

s-a-mod,81

(Katuro Sawaa.a and_Fumi-aki Shi~bata)

o Static Approximation for Narrow Band_Cas｡ in the)

Functional =ntegralTechnique

(yukio Sue)zaki)

o Computer Experiments on Ergodic Trot)lens in Anharmonic

Lattice Vibrations
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プレプ リント案内

< <
(Nobuhiko SaJito,Naotake Ooyama and.Yoji Aiza.wa)

o The =d_eal Analog of an Antiferromagnet

(A.Brook㌔Harris)
/

o Mod.el Eamiltonian I)escriptionlof AgAu Alloys in the

CoheTent Potential Approximation

(a.Levin and.ff.丑hrenreich)

o Brownian Motion of Spin〔;

(Ry･ogo Rut)o and_Natsuki HashitSume)

o I)ualitァ･in Gen占ralized_=sing Models and_Phase Transitions

without tJocal Order Pa.rameters

(Franz J･tWegner)
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編 集 後 記

今月号 も先月号につづいて 100声をこすあっさになり,編集員一同驚嘆の

目をもっ･{夜がめてお ります.

さて,本誌 5月号 (vol.15,No.6)のニェース欄に物性研大学院会の声

明が掲載されましたが,大学院修了者の就職難は,商業新開にも取 りあげ られ

た横に,今やそれ 自体が深刻な問題 となると共に,あらためて研究体制の問題

を赤裸 々に暴露している様に思われます｡数年前に素粒子の分野で問題 とな り,

今はそれが物性分野にも及び基礎物理研究者全体の問題に夜っていますoこの

様夜状況が提起す る問題を思いつ くままにあげます と

o 研究者の定員の問題 - とくに基礎物理研究者0)数が何に よっで決め ら

れるのか ?

o 研究の場の問題 一 講座制をとる大学ではい きおい教授権力か強 く覆り,

人事の私物化,固定化 (同族結婚的人事)が起 っているo

o 研究体制の問題 一 教授を頂点とする ピラミッ ド型の研究体制蟹こわす

必要があるのではをいか ?

O 研究者の任期の問題 一 現在任期のあるのは基研の全教官 と物性研の助

手と数少い｡ 時間的新陳代謝だけでな く,横の交流による空間的新陳代謝が

必要である｡

o 大学間の格差の問題 - いわゆる地方大学 と中央大学,公立大学 と私立

大学の間には研究費等あ らゆる面に捗って格差がある｡と くに中央大学の研

究者がその事実を認識してい濠い事｡

O 学閥の問題 一中央大学のボスが各地の大学の人事菅にぎり,ひいてはそ

れが教授権力の重要な基盤になっている事｡

o 公募制Qr)問題 一 公募する所が少 く,しか も形式だけの公募しかし夜い

所がある事O

等があると思います｡これ らの問題は,研究者全ての問題であ り,これについ

ての広汎夜議論をまきおこす必要があると思います.

ことに本誌には,Q談話室 Dとい う欄がありますので,それ管利用した討論 ,

意見の発表奇期待 しています｡ (T.0.)
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